
新型コロナウイルスのパンデミックを通して、私たちは、感染から身を守る

免疫のはたらきが年齢とともに衰えることを改めて実感しました。

この「免疫老化」と呼ばれる現象には、T細胞という重要な免疫細胞

をつくり出す臓器「胸腺」のはたらきが、思春期以降に急速に低下

していくことが深く関係しています。

本講演では、T細胞の数や働きが年齢によってどのように変化するの

かを、ワクチン接種後の免疫応答に着目して明らかにした最近の研究

を紹介するとともに、iPS細胞を用いて胸腺の機能を再生する

私たちの取り組みについてお話しします。
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免疫の老化を知り

 iPS細胞で免疫を再生する

　 

11/26(水)
2025

17:00-18:00過ぎ 
　　　　(開場16:30)

ANAクラウンプラザホテル広島
　　　　３階オーキッドの間

入場無料
申込不要


